
経営支援部の事業紹介



経営支援部事業概要（令和７年度）
全国域コンサルタントとの連携 農家交流会・畜産女性活動支援

耕畜連携(堆肥・ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ)

食育体験教室

畜産コンサル・簡易分析

11/25 後継者交流会32名
 ※R8は12月頃開催予定

1/28 経営者交流会37名
 ※R８は1月頃開催予定

8/26～27 
ﾓｰﾓｰ母ちゃん県域大会118名
 ※R8は11/30開催予定

県外視察研修1回21名
(鹿児島県）

 ※R8は2月頃実施予定

・ 堆肥生産・利活用支援件数 16件（延べ16回）
・ 研修会・現地視察・意見交換会等
   堆肥16回、ｺﾝﾄﾗ16回
・ 堆肥等成分分析  29件

【経営指導関連】

○全国域コンサルタント
〈肉用牛繁殖〉
松本 大策 先生
(専門コンサル・獣医)

〈肉用牛肥育〉
中川 徹 先生
(茨城県畜連会長)

〈酪   農〉
中田 健 先生
(酪農学園大学 教授）

〈養   豚〉
大竹 聡 先生
(専門コンサル・獣医)

○濃密指導(延べ１２戸)
肉用牛繁殖  ２回(延べ２戸)
肉用牛肥育 2回(延べ２戸)
酪  農 ２回(延べ６戸)
養    豚   2回(延べ２戸)

○指導人材育成講習会 ３回
(延べ８７人)

肉用牛繁殖 ０回(  0名)
肉用牛肥育 1回( 2７名)
酪    農 1回( １２名)
養     豚 1回( 48名)

【畜産コンサル】
総指導件数(延べ236件)

○コンサル事業(延べ８８件)
（本人又はJA等関係機関から
申込のあった経営を対象とした
畜産コンサルの実施）
肉用牛(延べ33件)
養 豚(延べ４５件)
酪 農(延べ10件)
※地域相談員活動を含む

○畜産特別資金借受者指導等
(延べ１４８件)

肉用牛(101件)
養 豚( 39件)
酪 農(   8件)

12/6 農業高校生と畜産女性による小学生親子
向けの肉用牛に関する食育体験教室

※R8は12月頃開催予定

【簡易分析】
○経営支援事業参加者数
肉用牛繁殖(864戸)
肉用牛肥育(193戸)
酪農(48戸)
※ 年1～2回定期発行と随時提供

○肉用牛繁殖に係る産地分析帳票・
データ・集計資料提供 (延べ
10,904件)



畜産コンサル体制強化事業

令和8年4月1日に「畜産コンサル体制強化事業要領」が新たに制定されました

趣旨：本県経営体の安定的な経営継続を支援することを目的として畜産コンサル
テーションの実施を推進し、経営体の課題解決に資するとともに経営体自ら
の経営改善努力を助長するものとする。
また、畜産経営技術の高度化に対する支援指導（以下「指導」という）を効

果的かつ効率的に実施するため、県域又は地域の関係機関・団体等で組織す
る支援指導推進体制を整備し、この活動を支援する

協会は、県からの委託により事業を実施しています

１ 支援指導推進体制図

◎普及センター
○JA地区本部
支庁・振興局
市町
NOSAI

◎県畜産振興課
○畜産協会
専門技術センター
JA本店
配飼協



メニュー 内容

個別指導 ※
（生産・経営改善導）

規模拡大や改善が必要な課題を持ち、改善意欲の高い経
営体を対象に、畜産コンサルを実施。
R7年度からJA主導で開始した「和牛コンソーシアム」で
は、経営分析を実施（35戸）。
また、数戸の農家が切磋琢磨するため、成績を比較検討
する集団指導も可能。

グループ指導 優良農家の発表や交流会、研修会を開催。
（経営者・後継者等・女性交流会、グループ研修会等）

地域データベースを
活用した支援

肉用牛繁殖、肉用牛肥育、酪農を対象に簡易分析を実施
することで、農家自身の経営改善を促す。
また、関係機関へ分析結果を共有することで、地域にお
ける問題点の把握と、農家への経営改善指導に活用。

協会では、本事業以外にも畜産コンサルを実施する事業があります
（畜産特別資金借受者指導、公庫の課題解決サポート事業 等）

※ 個別指導農家は、毎年地域指導班による審査を実施
実施期間は指導開始から原則３年間とし、中央指導班が認める場合は必要に
応じて期間の短縮・延長を可能とする（最長５年間）



経営管理の基本
(ＰＤＣＡサイクル)

①申込

畜産コンサル体制強化事業 個別指導の流れ

畜産
農家

普及C
(地域指導班)

ＪＡ
等

畜産協会
(中央指導班)

②調査

③検討

④ﾌｫﾛｰ
 ｱｯﾌﾟ

経営概要、決算書(税務申告・元
帳)、借入状況、家畜生産・販売、
飼養環境等の調査

経営収支、貸借、生産技術分析
(比較、経営ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ等)及び
改善項目の検討・提案等

調査協力

改善項目の
確認

調査立会

助言

調査立会

助言

調査

診断結果
報告・助言

改善 状況確認 状況確認 （状況確認）

畜産農家は所属団体、普及セン
ターを経由して畜産協会へ申込
書を提出（商系の場合は直接普
及センターへ

※ 畜産コンサル負担金（肉用牛繁殖経営は支援事業加入が必須）

畜産協会は必要に応じて

日程調整：普及センター（必要に応じて、畜産協会は県専技・地域ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等のｺﾝｻﾙ団員の派遣を依頼する。）

日程調整：同上

Plan(計画)→Do(実行)
→Check(評価)→Act(改善)

畜産コンサルはCAPD

畜種
コンサル
負担金

調査
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ方法 各支援事業（年会費）

個別 集団 郵送 期首頭数 肉用牛(繁殖) 酪農 肉用牛肥育

肉用牛
酪農

7,000円 ○ ○ - - ～9頭 2,000円

3,000円
(＋JA本店
3,000円
助成有り)

無料
(テスト期間)

6,000円 ○ - ○ - 10頭～ 3,000円

5,000円 ○ - - ○ 30頭～ 4,000円

4,000円 - ○ - - 50頭～ 6,000円

3,000円 - - ○ - 100頭～ 9,000円

2,000円 - - - ○ 肉用牛(繁殖)コンサルは、加入が必須条件

養豚 10,000円 ○ ○ - - 養豚は支援事業なし



経営支援事業について（畜産コンサル体制強化事業のうち地域データベースを活用した支援関連）

畜種 帳票提供
回数

技術
分析

収支分析 加入者年間負担金 産地分析
提供

Ｒ7
戸数

肉用牛繁殖
年２回
(6月･12月)

○ －
期首母牛頭数により
2,000円～9,000円

○ 864戸

肉用牛肥育 年１回(3月) ○
○

（県全域対応可）
無料（テスト期間） － 193戸

酪農
年２回
(6月･12月)

○ ○
一律3,000円
※JA本店3,000円助成

－ 48戸

農家自らが経営状況を客観的に把握し経営改善するため、既存データを活用して
「簡易分析帳票」を提供する事業です。
関係機関が行う農家指導や各種事業報告等でも活用されています。
また、肉用牛繁殖については、事業未加入農家にも１枚目のみ（産地分析帳票と呼ん
でいます）を提供しています。（ただし、本人かＪＡの了解が必要）

地域で「帳票活用研修会」も開催できます。ぜひ、事業推進に御協力ください。
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